
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 音読をした日数 音読の達人 おうちの人から 
先
生
か
ら 

音読が終わったら、   の中に日づけを書きましょう。 

 

例： 

一度もつかえ

ずスラスラ読

めた。 

すごくがんばった ◎ 
 

ページ 作 品 名 
がんばったね   ○ 

まだまだできるよ △ 

1 20～ 準備           印 

2 25～ 帰り道           印 

3 53～ 笑うから楽しい           印 

4 56～ 時計の時間と心の時間           印 

5 72～ 天地
て ん ち

の文
ふみ

           印 

6 89～ 星空を届けたい           印 

7 98～ せんねん まんねん           印 

8 100～ 名づけられた葉           印 

9 111～ やまなし           印 

10 150～ 古典芸能の世界           印 

11 155～ 『鳥 獣
ちょうじゅう

戯画
ぎ が

』を読む           印 

12 173～ ぼくのブック・ウーマン           印 

13 196～ 詩を朗読してしょうかいしよう           印 

14 205～ 「考える」とは           印 

15 231～ 海の命           印 

16 252～ 生きる           印 

17 256～ 人間は他の生物と何がちがうのか           印 

18 266～ 物語の世界を作る表現           印 

19 272～ 平和のとりでを築く           印 

                

 

【音読をするときの約束】 

１ 声の大きさや速さに注意して読みましょう。 

２ はっきりした発音で読みましょう。 

３ 言葉のひびきやリズム、間の取り方に注意して読みましょう。 

４ 物語文は、登場人物の心情やそれぞれの関係などが分かるように読みましょう。 

５ 学校で作品の勉強が終わったら、「おうちの人」と「先生」にがんばりをチェックしてもらいましょう。 
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